
名称 対象 金額等 募集時期 備考

【給付】
公益信託
若林彊記念奨学育英基金

宮城県内の高校を卒業し県内外の大学に在学する大
学生、または県外高校卒業で県内大学に在学する大
学生で、
学業・人物共に優秀な者であって、経済的事情により
修学困難な者

30,000円／月
　学内締切
　　　　５月２日（火）

●学校で取り纏めて申請

【給付】
毎日希望奨学金

東日本大震災で保護者が死亡または行方不明にな
り、経済的に困窮している大学生。 20,000円／月

　学内締切
　　　　４月１８日（水）

●学校で取り纏めて申請
●所定の申請書の他、東日本大震災で親が死亡したことが証明でき
る書類（死亡診断書のコピーなど）の提出必要。

【給付】
杜の邦育英会奨学金

宮城県内の大学・大学院に在学し、学業・人物共に優
秀な者であって、経済的事情により学資の支弁が困難
な者

80,000円／月
　財団締切
　　　　　7月11日

●学校で取り纏めて申請

【給付】
一般財団法人大学女性協会奨学金

①一般奨学生…大学院に在学１年以上、学業人物共
に
　　　　　　　　　　優れた者（業績リスト等を提出）
②福祉奨学生…身体障害者手帳の交付を受けている
こと
※経済的事情は一切問わない　とのこと

一般奨学生　　　　院生２０万
社会福祉奨学生　院生20万
　　　　　　　　　　　学部生10万
給付は１回のみ

７/２８　学内締切 ●学校で取り纏めて申請

【給付】
公益財団法人　新日本奨学会
学費補助金受給生

・H.29年4月1日現在在学中で、社会福祉士または精神保健福
祉士の資格取得をめざし指定科目を履修する大学３年生。
・健康で学業成績が優秀な者
・第1種、第2種（保育園含む）社会福祉事業に従事しようとする
者。

300,000円／年
（上期・下期2回に分けて支給）

　学内締切
　　　　４月20日（木）

●学校で取り纏めて申請

【給付】
森記念奨学金
（東和食品研究振興会）

学部２年生以上で、食品科学に関する分野を専攻・研
究している者のうち、学業・人格共に優れた者で、経済
的に学業の継続が困難な者

30,000円／月

1年間給付
　財団締切
　６月３０日（火）必着

●学校で取り纏めて申請（学科での選考あり）

【給付】
日本教育文化財団

・1年生を対象に、日本国籍を有し、4月１日現在で年齢
が25歳以下であること。
・経済的な理由により学費の支弁が困難であり、学業
優秀且つ品行方正であること

20,000円／月
正規の最短修業年限の終期まで

　財団締切
　６月３０日（火）必着

●個人応募可

【給付】
朝鮮奨学会　奨学金

・日本の大学に在学している、朝鮮人・韓国人の学生
　（特別永住証明書、在留カードの国籍が韓国もしくは
　朝鮮である者）
・学部１年生限定

25,000円／月
給付期間１年間

4月25日 ●直接申請

【給付】
在日本朝鮮人教育会　奨学金

・日本の大学に在籍する在日朝鮮人学生
（国籍不問。朝鮮半島にルーツを持つ学生）

１年生　160,000円／年

2年生以上　200,000円／年 5月31日 ●直接申請

【給付・留学】
平和中島財団　奨学金

海外の大学等に留学を希望する日本人で、
日本国籍を有し、英語であれば英検１級程度の英語能
力

【学部生】  15万／月+往復渡航費

【院生】　20万円／月+往復渡航費

最長２年支給
10月31日 ●貸与型（無利息）、書類審査（課題作文）あり

【貸与】+【給付】
あしなが育英会

保護者（父母など）が病気や災害（交通事故を除く）・自
殺などで死亡したり、またはそれらが原因で著しい後
遺障害のため働けなくなった家庭の学生、大学院生
（大学院生については、大学在学中に当該奨学金を貸
与していた者に限る）

【学部学生】

 一般 貸与40,000円+
　　　　給付30,000円／月

 特別 貸与50,000円+
　　　　給付30,000円／月

【大学院生】・・・・・・80,000円／月

　学内締切
　　５月２日（水）

●給付+貸与型（どちらかひとつのみ選択は不可）
●無利子。卒業後20年以内で返還。
●大学を通してでも個人で申請しても可。書類審査と面接審査あり。
●申請時25歳以上の学生は対象外

【貸与】
福島県奨学資金

・福島県内の高校を卒業した者、もしくは大検に合格した者（当
時福　島県内に在住していた場合に限る）・・・入学時住所を移
転するまでに、福島県内に6ヶ月以上住所を有していること。
・（1年生）高校における最終２ヵ年の平均評定が3.0以上である
こと。
・（2年生以上）大学における学業成績が所属する学部の平均
水準以　上であること。

40,000円／月 　学内締切
　　　　６月３日（火）

●学校で取り纏めて申請
●無利息。卒業後20年以内で返還（年２回ずつ返還）。
●他の奨学金との併用不可。
●H.28年4月分から卒業まで貸与。

【貸与】
大衡村奨学金

１）本村に２年以上住所を有している者の子弟であって大学（短
大含む。）に入学する者及び在学中の者。
２）生計を一にする者の事情により、奨学資金の貸与がなけれ
ば入学及び在学の困難な者。
３）日本育英会その他の奨学資金を受けない者。

30,000円／月 毎年3月末と9月末 ●在学採用と予約採用がある

【貸与】
山口県ひとづくり財団奨学生

保護者が山口県内に住所を有している大学生で、向学
心に富み、経済的理由により修学困難な者 52,000円／月

　学内締切
　　　　４月２７日（金）

●学校で取り纏めて申請
●無利息。他の奨学金とは併用不可。

【貸与】
公益財団法人常磐奨学会奨学生

H.28年4月1日現在在学中か、H.28年4月より入学見込
みの方で、福島県いわき市・茨城県北茨城市及びその
周辺地域居住者の子弟

　大学生　30,000円／月
　財団締切
　　５月９日（火）必着

●財団へ自分で直接応募すること。選考試験（筆記面談）あり。
●詳細はホームページ及び学内掲示ポスター参照のこと。
　http://www.joban-syougakukai.or.jp

【貸与】
亀井記念財団奨学金

東北六県出身で、宮城県内の大学に在学する大学院
生・大学生 40,000円／月

　学内締切
　　５月７日（月）

●学校で取り纏めて申請
●無利息
●卒業後、貸与期間の3倍の期間中に均等半年賦返済

【貸与】
交通遺児育英会奨学金

保護者等が自動車やバイクなどによる交通事故で死
亡したり重い後遺障害のために働けないため、経済的
に修学が困難な大学生。

【学部学生】  4万・5万・6万円／月

【大学院生】　5万・8万・10万円／月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の中から選択

　学内締切
　　１０月１２日（金）

●貸与型（無利子）
　
●予約採用、在学採用がある

【貸与】
関育英奨学会奨学生

学部在学生（２年生）１名 30,000円／月 　学内締切
　　５月１７日（木）

●貸与型（無利息）、書類審査（課題作文）あり

【貸与（返還免除有）】
山形県保育士修学資金

将来保育士として山形で勤務希望の学生

最大50,000円／月
修学準備金、就職準備金
各20万円ずつの貸与をうけ
ることも可能

5/18　財団必着

●学校で取り纏めて申請
●無利息
●卒業後、保育士登録をして、保育士として５年間勤務すれば返還
免除

【貸与（返還免除有）】
宮城県保育士修学資金

将来保育士として宮城で勤務希望の学生

最大50,000円／月
修学準備金、就職準備金
各20万円ずつの貸与をうけ
ることも可能

5/3１　財団必着

●学校で取り纏めて申請
●無利息
●卒業後、保育士登録をして、保育士として６年間勤務すれば返還
免除

【貸与（返還免除有）】
秋田県保育士修学資金

将来保育士として秋田で勤務希望の学生

最大50,000円／月
修学準備金、就職準備金
各20万円ずつの貸与をうけ
ることも可能

5/31　財団必着

●直接応募可
●無利息
●卒業後、保育士登録をして、保育士として６年間勤務すれば返還
免除

名称 対象 金額等 申込締切 備考

2017年度フルブライト奨学金

　（Ａ）大学院留学プログラム
　（Ｂ）大学院博士論文研究プログラム
  （Ｃ）研究員プログラム
　（Ｄ）ジャーナリストプログラム

※選考日程の異なるプログラム
　（Ｅ）フルブライト語学アシスタント（FLTA）プログラム

【全プログラム共通要件】
（１）日本国籍を有すること（日米二重国籍者あるいは米国永住
権を持つ者は不可）
（２）日本在住の者。
（３）米国で支障なく学術活動が行えるだけの十分な英語能力
があること。また、学術的能力のみならず、高いコミュニケー
ション能力があること。
（４）米国で研究を計画しているテーマに関する専門知識に限ら
ず、広い視野と感心を有すること。
（５）米国で支障なく学術活動が行えるよう、心身ともに健康で
あること。

採用予定数
　（Ａ）約20名
  （Ｂ）約20名
  （Ｃ）約10名
　（Ｄ）若干名

　財団締切
　（インターネット登録）
　4/1（日）12:00
  ～5/31（木）18:00

●各プログラムごとの詳細、募集要項等についてはホームページを
確認のこと。
　　　http://www.fulbright.jp/scholarship/index.html

2017.4　宮城学院女子大学　学生生活センター

民間財団募集の奨学金（留学関係／私費外国人留学生対象）

2018年４月に募集中の奨学金制度
詳しくは、本学の学生生活センター（奨学金窓口）にお問い合わせください。

民間財団・市町村募集の奨学金（在学生対象）⇒大学で取りまとめて申請するものと、自分で申請するものがあるのでご注意ください。


